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本
講
座
は
、「
谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

―
慶
應
義
塾
の

近
代
建
築
と
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
」
と
題
し
、
三
回
に
わ
た
っ
て
谷
口

と
ノ
グ
チ
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
を
、
作
品
に
即
し
て

具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
初
回
の
文
学
部
美
学
美
術

史
学
専
攻
・
前
田
富
士
男
教
授
か
ら
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
し
、
今
回
か

ら
は
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
学
芸
員
）
の
柳
井
が

担
当
す
る
。
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
二
年
に
か
け
て
谷
口
吉
郎
と

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
（
図
１
【
２
―
１
】）
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
協

同
）
に
よ
り
実
現
し
た
「
第
二
研
究
室
」
の
談
話
室
「
新
萬
來
舎
」

（
図
２
【
２
―
２
】）
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

今
回
の
講
座
に
つ
い
て
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
こ
の
講
座
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
。
本
文
中
の
【　

】
内
の
図
版
番
号
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
該
当
箇
所
の
図
版
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
む
ろ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
さ
れ
な
い
方
も
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、
参
考
程
度
だ
が
、
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ

の
講
座
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
慶
應
義
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
研
究
所
等
」
↓
「
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
↓
「
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
と
進
み
、
最
上
段
の
二
〇
〇
四
年
一
月
の
本
講
座
名
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
（�

�
�

�
�
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谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ　

慶
應
義
塾
の
近
代
建
築
と
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト　
Ⅱ

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
戦
後
復
興
計
画
と

新
萬
來
舎
の
構
想

柳
井
康
弘
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三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
戦
後
復
興
計
画

　

慶
應
義
塾
大
学
の
建
築
お
よ
び
施
設
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ

っ
て
大
き
な
被
害
を
蒙
っ
た
。
と
く
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
一

九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て

続
い
た
空
襲
に
よ
り
、
木
造
校
舎
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
、
図
書
館

も
焼
夷
弾
を
被
弾
す
る
な
ど
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
一
九
一

二
（
明
治
四
十
五
）
年
四
月
に
竣
工
し
た
赤
レ
ン
ガ
の
慶
應
義
塾
図

書
館
（
現
在
の
大
学
図
書
館
旧
館
）
は
、
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
ハ

イ
カ
ラ
な
建
築
物
と
し
て
義
塾
関
係
者
は
も
と
よ
り
塾
外
の
人
々
に

ま
で
慶
應
義
塾
、
そ
し
て
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
象
徴
す
る
建
物
と
し

て
長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
図
書
館
は
、
五
月
二
十
五
日

深
夜
の
爆
撃
に
よ
り
、
屋
根
裏
お
よ
び
八
角
塔
の
部
分
か
ら
出
火

し
、
火
は
本
館
の
内
部
ほ
と
ん
ど
に
燃
え
広
が
り
、
さ
い
わ
い
全
焼

は
免
れ
た
が
、
屋
根
が
抜
け
落
ち
る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
を
蒙
っ
た

（
図
３
【
２
―
３
】）。
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
五
日
、
太
平

洋
戦
争
は
終
戦
を
む
か
え
た
が
、
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
キ
ャ
ン
パ
ス

は
焼
け
跡
に
わ
ず
か
に
残
る
建
物
、
破
れ
た
窓
に
板
を
貼
り
付
け
た

状
態
の
薄
暗
い
教
室
、
そ
こ
に
軍
服
や
国
民
服
姿
の
学
生
た
ち
が
二
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図１　イサム・ノグチと谷口吉郎
三越百貨店のイサム・ノグチ作品展
会場にて
撮影：渡邊義雄

図２　イサム・ノグチ、谷口吉郎
《新萬來舎》
1951 年
撮影：平剛
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人
掛
け
の
イ
ス
に
三
〜
四
人
で
詰
め
て
座
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
有
様
で
、
大
学
と
し
て
早
急
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ�
た�
。

（
１
）

　

戦
後
の
混
乱
が
続
く
中
、
慶
應
義
塾
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
十

二
）
年
の
創
立
九
十
年
を
契
機
と
し
て
復
興
に
む
け
て
歩
み
だ
し

た
。
三
田
地
区
で
は
、
ま
ず
大
学
の
中
心
的
機
能
で
あ
る
図
書
館
の

本
格
的
修
復
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
工
事
に
着
手
。
そ
の
結
果
、

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
五
月
五
日
に
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
図

書
の
閲
覧
業
務
も
再
開
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
二
十
四
年
度
か
ら
新
制

大
学
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
う
け
、
校
舎
お
よ
び
教
室

の
復
興
が
次
の
課
題
と
な
っ
た
。
三
田
地
区
の
大
学
校
舎
は
、
一
九

二
〇
（
大
正
九
）
年
に
大
学
予
科
校
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
「
鉄
筋

校
舎
」
と
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
に
竣
工
し
た
「
大
学
学
部

校
舎
」
の
二
つ
の
校
舎
が
戦
災
を
免
れ
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
塾
当
局
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
九
月
、
キ

ャ
ン
パ
ス
東
南
部
に
「
五
号
館
」
を
、
同
年
十
二
月
キ
ャ
ン
パ
ス
北

西
部
に
「
四
号
館
」
を
新
築
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
五
号
館
は
一
九

四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
一
月
、
四
号
館
は
同
年
五
月
に
竣
工
し

た
。
ち
な
み
に
五
号
館
は
現
在
の
図
書
館
新
館
の
位
置
、
四
号
館
は

現
在
新
研
究
室
棟
の
建
っ
て
い
る
場
所
の
西
側
半
分
に
あ
た
る
位
置

に
建
設
さ
れ
た
。
先
に
言
及
し
た
図
書
館
落
成
式
は
、
こ
の
二
つ
の

新
校
舎
の
落
成
式
も
兼
ね
て
い�
た�
。

（
２
）

谷
口
吉
郎
と
慶
應
義
塾

　

五
号
館
と
四
号
館
は
、
当
時
の
塾
長
潮
田
江
次
か
ら
慶
應
義
塾
の

建
築
・
施
設
の
再
建
・
修
復
に
関
し
て
相
談
と
委
託
を
受
け
て
い
た

建
築
家
・
谷
口
吉
郎
（
一
九
〇
四
―
一
九
七
九
）
が
設
計
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
谷
口
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
、
石
川
県

金
沢
市
に
生
ま
れ
、
地
元
の
第
四
高
等
学
校
を
経
て
、
昭
和
三
年
、

東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
科
を
卒
業
し
た
。
谷
口
と
慶
應
義
塾

の
関
係
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
す
で
に
戦

 �●

図３　第二次世界大戦により被害を受けた
慶應義塾図書館
写真提供：福澤研究センター



�

前
の
「
幼
稚
舎
校
舎
」（
一
九
三
七
）、「
大
学
予
科
日
吉
寄
宿
舎
」

（
一
九
三
八
）
な
ど
の
設
計
を
手
が
け
て
い�
た�
。

（
３
）

　

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
、
三
十
四
歳
の
谷
口
は
外
務
省
嘱
託

と
し
て
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
に
渡
り
、
そ
こ
で
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
シ
ン
ケ
ル
（
一
七
八
一
―
一
八
四
一
）
の
建
築
に
出
会
い
大

き
な
影
響
を
受
け
る
。
シ
ン
ケ
ル
は
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る

建
築
家
で
、
新
古
典
主
義
の
作
品
で
知
ら
れ
る
。
谷
口
は
後
に
ベ
ル

リ
ン
で
の
体
験
を
『
雪
あ
か
り
日
記
』
と
い
う
紀
行
文
に
ま
と
め
て

い
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
谷
口
は
シ
ン
ケ
ル
の
新
古
典
主
義

的
作
品
を
高
く
評
価
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
源
泉
に
あ
る
古
代
ギ
リ

シ
ャ
建
築
に
対
し
て
大
き
な
賛
美
を
寄
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
フ

ン
ボ
ル
ト
の
旧
邸
」
と
題
す
る
一
文
に
は
、
こ
ん
な
く
だ
り
が
あ
る
。

こ
の
邸
宅
を
シ
ン
ケ
ル
が
設
計
し
た
の
は
一
八
二
二
―
一
八
二

四
年
の
由
で
、
古
い
建
物
を
改
造
し
た
も
の
で
あ
る
。（
中

略
）
こ
の
建
築
の
外
観
に
し
て
も
、
ギ
リ
シ
ャ
的
な
様
式
を
こ

と
さ
ら
に
模
倣
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
か
え
っ
て
古
典
主
義
建
築
の
本
質
を
よ
く
つ
か
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、
厳
格
な
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
の
模
倣
よ
り
も
、
こ
う

し
た
壁
と
窓
だ
け
の
簡
素
な
構
成
に
も
、
ギ
リ
シ
ャ
精
神
が
湧

き
で
て
く
る
の
は
、
こ
の
建
築
の
構
造
性
に
よ
る
も
の
か
、
あ

る
い
は
、
そ
の
壁
面
の
比
例
的
な
分
割
に
よ
る
形
式
性
に
基
づ

く
も
の
か
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
私
と
し
て
も
十
分
に
吟
味

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
っ
た
が
、
と
に
か
く
シ
ン
ケ
ル

の
眼
と
腕
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
典
的
本
質
が
、
よ
く
理
解
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
こ
ん
な
小
品
に
も
そ
の
特
性
が
表
現

さ
れ
る
の
だ
ろ�
う�
。

（
４
）

　

こ
う
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
へ
の
賛
美
と
古
典
主
義
的
傾
向
は
、

後
に
谷
口
が
手
が
け
る
建
築
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

と
り
わ
け
谷
口
の
縦
長
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
嗜
好
は
、
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
復
興
建
築
に
お
い
て
く
り
か
え
し
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

谷
口
は
東
京
工
業
大
学
教
授
と
し
て
教
育
・
研
究
に
従
事
す
る
か

た
わ
ら
、「
島
崎
藤
村
記
念
堂
」（
一
九
四
七
）、「
東
宮
御
所
」（
一
九

六
〇
）、「
東
京
国
立
博
物
館
東
洋
館
」（
一
九
六
八
）、「
東
京
国
立
近

代
美
術
館
」（
一
九
六
九
）
な
ど
数
々
の
作
品
を
残
し
て
お
り
、
我
が

国
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
代
表
す
る
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま

た
明
治
時
代
の
建
築
を
移
築
・
保
存
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
一
九

六
五
（
昭
和
四
十
）
年
、
愛
知
県
犬
山
市
に
「
博
物
館
・
明
治
村
」

を
開
設
し
、
そ
の
初
代
村
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
わ
が
国
の
建
築
物

文
化
財
保
護
の
分
野
で
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

四
号
館
と
学
生
ホ
ー
ル
の
建
設

　

谷
口
の
設
計
に
よ
り
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
五
月
に
竣
工

し
た
四
号
館
（
図
４
【
２
―
４
】）
は
、
ホ
ー
ル
一
室
と
五
十
名
単
位

ラジオNIKKEI　谷口吉郎とイサム・ノグチ�� ●
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の
教
室
十
三
室
か
ら
な
る
木
造
二
階
建
て
の
建
物
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
北
西
部
に
建
設
さ
れ
た
。
東
西
に
の
び
る
横
長
の
外
壁
に
素
焼
き

赤
レ
ン
ガ
の
三
角
屋
根
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ン
プ
ル
な
形
状
の
建
物

で
、
そ
の
壁
面
に
は
縦
長
長
方
形
の
窓
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
垂
直
方
向
を
志
向
す
る
長
方
形
の
窓
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

は
、
谷
口
が
三
田
山
上
の
復
興
建
築
に
お
い
て
一
貫
し
て
用
い
た
デ

ザ
イ
ン
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
谷
口
建
築
の
特
徴
を
示
す
重
要
な
モ

テ
ィ
ー
フ
と
い
え
る
。

 �●

（上右）図４　谷口吉郎《四号館》
1949 年
撮影：平山忠治

（上左）図５　菊地一雄《立像青年》　
1949 年　ブロンズ
写真提供：福澤研究センター

　（下）図６　谷口吉郎《学生ホール》
1949 年
右手前は、四号館と菊池一雄《立像青年》
撮影：平山忠治
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谷
口
は
四
号
館
に
お
い
て
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
の
空
間
に

も
創
意
を
こ
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
校
舎
の
正
面
に
当
た
る
南
側
に
芝

生
と
小
砂
利
を
組
み
合
わ
せ
た
庭
園
を
設
け
、
そ
の
中
央
に
等
身
大

の
ブ
ロ
ン
ズ
青
年
像
（
図
５
【
２
―
５
】）
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
は
、
東
京
美
術
学
校
教
授
の
菊
池
一
雄
（
一
九

〇
八
―
一
九
八
五
）
が
新
制
作
協
会
展
に
出
品
し
昭
和
二
十
四
年
度

の
毎
日
美
術
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
、
戦
後
彫
刻
の
成
果
と
し
て
高

い
評
価
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
谷
口
は
こ
の
秀
作
に
着
目
し
、

四
号
館
の
庭
園
に
設
置
す
る
こ
と
を
強
く
提
案
し
、
昭
和
二
十
四
年

五
月
坂
本
直
樹
氏
か
ら
彫
刻
の
寄
贈
を
待
っ
て
四
号
館
の
建
築
空
間

は
完
成
を
み
た
。

　

同
時
期
谷
口
は
、
四
号
館
の
西
側
に
新
築
さ
れ
た
「
学
生
ホ
ー

ル
」（
図
６
【
２
―
６
】）
の
設
計
も
あ
わ
せ
て
依
嘱
さ
れ
た
。
学
生

ホ
ー
ル
の
建
設
さ
れ
た
場
所
は
現
在
の
西
校
舎
北
側
に
あ
た
る
部
分

で
、
食
堂
や
売
店
、
学
生
の
課
外
活
動
の
た
め
の
部
屋
な
ど
を
備
え

た
施
設
と
し
て
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
三
月
に
建
設
が
決
定

さ
れ
、
同
年
十
一
月
に
竣
工
し
て
い
る
。
学
生
ホ
ー
ル
は
、
新
し
い

時
代
の
学
生
た
ち
の
未
来
に
む
け
て
塾
当
局
や
学
生
の
希
望
、
ま
た

京
都
・
九
州
三
田
会
な
ど
塾
員
の
経
済
的
支
援
が
あ
い
ま
っ
て
実
現

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
生
ホ
ー
ル
も
外
装
は
赤
い
屋
根
に
テ
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図７　《学生ホール》（左手前）と《四号館》
撮影：平山忠治

図８　《学生ホール》内の学生食堂
猪熊弦一郎の壁画《デモクラシー》
が飾られている
撮影：平山忠治
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ラ
ス
付
き
の
白
亜
の
壁
で
、
や
は
り
谷
口
建
築
の
特
徴
を
示
す
縦
長

長
方
形
の
窓
が
整
然
と
配
置
さ
れ
た
建
築
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
踏
襲

さ
れ
て
い
る
（
図
７
【
２
―
７
】）。
ま
た
内
部
空
間
も
一
階
中
央
の

吹
き
抜
け
部
分
と
二
階
に
設
け
ら
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
食
堂
と
し
、

そ
の
東
西
の
壁
に
は
新
制
作
協
会
の
洋
画
家
・
猪
熊
弦
一
郎
（
一
九

〇
二
―
一
九
九
三
）
の
壁
画
《
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
》
を
飾
る
と
い
う
、

若
々
し
く
自
由
な
構
想
で
あ
っ
た
（
図
８
【
２
―
８
】）。

　

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
十
二
月
十
日
、
学
生
ホ
ー
ル
の
完

成
を
祝
し
て
盛
大
な
落
成
式
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
式
典
に
お
い
て

建
物
の
設
計
者
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
谷
口
吉
郎
は
塾
長
は
じ
め
義

塾
関
係
者
を
前
に
こ
ん
な
話
を
し
て
い
る
。

こ
の
建
物
の
特
色
は
周
囲
の
ど
こ
か
ら
で
も
自
由
に
出
入
り
が

で
き
る
こ
と
で
、
演
説
館
に
か
た
ど
っ
て
福
澤
精
神
を
表
現
す

る
こ
と
に
つ
と
め�
た�
。

（
５
）

　

ま
た
別
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
谷
口
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

私
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
に
福
澤
諭
吉
先
生
が
建
て

ら
れ
た
「
演
説
館
」
の
ス
タ
イ
ル
を
、
私
の
設
計
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
三
田
の
丘
に
「
造
型
交
響
曲
」
を
夢

想
し
て
い
る
���

（
後
略
）

（
６
）

　

こ
の
よ
う
に
谷
口
は
「
建
築
家
と
し
て
、
敗
戦
の
学
園
に
、
美
意

識
の
芽
生�
え�
」
を
は
ぐ
く
も
う
と
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
復
興
建
築
計

（
７
）

画
に
お
い
て
福
澤
諭
吉
の
精
神
が
宿
る
演
説
館
の
意
匠
を
強
く
意
識

し
建
物
の
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
四
号
館
正
面
に
菊
池
一
雄
の

《
青
年
像
》
を
、
学
生
ホ
ー
ル
に
は
猪
熊
弦
一
郎
の
壁
画
《
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
》
を
設
置
し
、
三
田
山
上
に
建
築
・
造
型
の
「
交
響
曲
」
を

奏
で
る
と
い
う
大
胆
な
実
験
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
図
６
【
２
―

６
】
は
四
号
館
の
東
側
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
西
側
、
つ
ま
り
学
生
ホ
ー

ル
の
方
を
見
渡
し
た
写
真
で
あ
る
が
、
右
側
手
前
に
は
四
号
館
と
菊

池
の
青
年
像
、
そ
し
て
左
手
正
面
に
は
学
生
ホ
ー
ル
が
写
っ
て
お
り
、

二
つ
の
建
物
の
調
和
し
た
雰
囲
気
や
呼
応
関
係
が
よ
く
見
て
と
れ

る
。
学
園
内
に
裸
体
の
彫
刻
像
を
設
置
す
る
こ
と
は
当
時
と
し
て
は

前
例
の
な
い
試
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の�
�
剌
と
し
た
姿
は
四
号
館
、

学
生
ホ
ー
ル
と
見
事
に
調
和
し
、
戦
後
日
本
の
新
し
い
時
代
の
機
運

に
満
ち
た
雰
囲
気
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
四
号
館
と
学
生
ホ
ー
ル

は
、
当
時
の
建
築
界
で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
こ
の
二
つ
の
作
品
に

よ
っ
て
谷
口
は
昭
和
二
十
四
年
度
の
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。

　

な
お
四
号
館
と
学
生
ホ
ー
ル
は
、
い
ず
れ
も
木
造
建
築
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
建
て
替
え
計
画
に
と
も
な
い
解
体
さ

れ
、
今
は
現
存
し
な
い
。
た
だ
し
菊
池
一
雄
の
《
青
年
像
》
は
四
号

館
解
体
の
際
キ
ャ
ン
パ
ス
北
西
部
隅
に
移
設
さ
れ
展
示
さ
れ
て
い
た

が
、
大
谷
石
製
台
座
が
脆
弱
化
し
倒
壊
の
危
険
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
数
年
前
に
撤
去
し
現
在
は
学
内
の
倉
庫
に
保
管
中
で
あ
る
。
ま

た
猪
熊
弦
一
郎
の
壁
画
《
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
》
は
、
西
校
舎
生
協
食
堂

の
壁
面
に
移
設
さ
れ
現
在
も
多
く
の
塾
生
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
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「
新
し
い
萬
來
舎
」
の
構
想

　

昭
和
二
十
四
年
度
の
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
た
四
号
館
と
学
生

ホ
ー
ル
を
三
田
山
上
に
実
現
し
た
谷
口
は
、
翌
昭
和
二
十
五
年
の
段

階
に
お
い
て
、
ア
カ
デ
メ
イ
ア
と
し
て
は
さ
さ
や
か
な
場
な
が
ら
も

三
田
山
上
と
い
う
ロ
ク
ス
（
場
所
）
の
も
つ
物
語
を
想
起
し
つ
つ
、

同
時
に
新
し
い
時
代
に
歩
み
だ
そ
う
と
す
る�
�
剌
と
し
た
時
間
の
弾

み
を
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
建
築
空
間
に
よ
っ
て
具
体
化
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
そ
れ
が
「
第
二
研
究
室
」（
図
９
【
２
―
９
】）
で
あ
る
。

　

三
田
地
区
の
研
究
室
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
の
四
号

館
、
五
号
館
校
舎
の
落
成
後
、
新
制
大
学
の
設
置
基
準
か
ら
も
研
究

室
の
整
備
が
緊
急
の
課
題
と
な
り
、
ま
ず
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年

に
建
て
ら
れ
た
「
鉄
筋
校
舎
」
を
改
修
し
て
「
第
一
研
究
室
」
と
す

る
こ
と
と
し
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
五
月
工
事
が
完
了
し

た
。
あ
わ
せ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
西
南
部
の
稲
荷
山
に
建
つ
演
説
館
の
北

側
に
隣
接
す
る
場
所
に
新
し
い
研
究
室
「
第
二
研
究
室
」
を
建
築
す

る
こ
と
も
決
定
さ
れ
、
同
じ
く
谷
口
吉
郎
の
設
計
に
よ
り
一
九
五
一

（
昭
和
二
十
六
）
年
一
月
に
着
工
、
同
年
八
月
に
建
物
は
竣
工
し�
た�
。

（
８
）

　

第
二
研
究
室
は
塾
の
戦
後
復
興
建
築
と
し
て
は
最
初
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
で
、
二
階
建
て
の
内
部
に
教
授
の
た
め
の
研
究
個
室
、

事
務
室
な
ど
と
と
も
に
、
一
階
玄
関
部
南
側
に
談
話
室
と
し
て
小
さ

な
ホ
ー
ル
を
備
え
て
い
た
。
第
二
研
究
室
の
設
計
に
関
し
て
、
谷
口

は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

新
し
い
研
究
室
が
建
つ
場
所
は
、
明
治
の
初
年
、
福
澤
諭
吉
が

そ
こ
に
「
萬
來
舎
」
を
開
設
し
た
跡
だ
っ
た
。
そ
れ
は
名
称
の

ご
と
く
千
客
萬
来
、
来
る
者
は
こ
ば
ま
ず
、
去
る
者
は
追
わ

ず
、
今
の
言
葉
で
言
え
ば
、
広
く
識
見
を
求
め
よ
う
と
す
る
対

話
の
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
戦
災
で
壊
滅
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
新
し
く
建
て
ら
れ
る
「
新
萬
來
舎
」
は
福
澤
精
神
の
新

し
い
継
承
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
建
築
も
そ
れ
に
応
じ
て
開

国
的
な
新
し
い
意
匠
で
い
い
は
ず
だ
と
、私
は
考
え�
た�
。

（
９
）
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図９　谷口吉郎《第二研究室》
1951 年
撮影：平剛
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こ
こ
で
「
萬
來
舎
」
と
い
う
名
称
が
出
て
き
た
の
で
、
こ

れ
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。
萬
來
舎
が
塾
内
に
設

け
ら
れ
た
の
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
十
一
月
に
さ
か

の
ぼ
る
。
前
年
の
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
五
月
に
は
福
澤

諭
吉
に
よ
っ
て
日
本
初
の
演
説
の
た
め
の
施
設
「
演
説
館
」

が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
演
説
館
の
南
側
に
隣
接
し
て
設
け
ら

れ
た
木
造
平
屋
の
建
物
、
そ
れ
が
「
萬
來
舎
」
で
あ
っ
た
。

　

図　

【
２
―　

】
は
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
に
作
ら
れ
た

１０

１０

三
田
山
上
の
建
物
配
置
を
示
し
た
絵
図
（
慶
應
義
塾
図
書
館

貴
重
室
所
蔵
）
で
あ
る
が
、
方
角
は
絵
図
左
上
の
方
位
図
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
画
面
右
側
が
北
、
画
面
上
が
西
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
を
見
る
と
画
面
中
央
の
や
や
右
の
あ

た
り
に
「
演
説
館
」
と
書
か
れ
た
建
物
が
見
え
る
。
右
下
隅

に
「
門
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
現
在
の
「
東
門
」
い
わ
ゆ
る

「
幻
の
門
」
に
あ
た
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
左
へ
坂
を
上
っ
た

あ
た
り
、
現
在
の
塾
監
局
の
北
側
あ
た
り
に
当
初
の
演
説
館

は
建
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
す
ぐ
左
側
（
南

側
）
に
「
萬
來
社
」
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
萬
來
舎
は
二
十
畳
く

ら
い
の
広
間
と
八
畳
く
ら
い
の
小
部
屋
と
の
二
間
か
ら
な

り
、
廊
下
で
演
説
館
の
控
室
に
連
絡
し
て
い
た
と
い
う
。
ま

た
そ
の
名
称
も
、
よ
く
旅
館
の
玄
関
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
る

 �●

図 10　《明治 10 年三田山上絵図》慶應義塾図書館貴重書室蔵
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「
千
客
万
来
」
と
い
う
額
縁
の
俗
語
か
ら
と
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
萬
來
舎
は
教
職
員
、
塾
生
、
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外

の
す
べ
て
の
人
々
に
開
放
さ
れ
た
一
種
の
社
交
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
機

能
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
集
会
所
・
社
交
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
を

早
く
か
ら
認
識
し
て
い
た
福
澤
は
、
暇
が
あ
れ
ば
よ
く
萬
來
舎
へ
き

て
来
客
と
談
話
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
�
。

　

福
澤
諭
吉
が
日
本
の
近
代
化
に
お
い
て
重
視
し
た
概
念
の
一
つ
に

「
交
際
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
英
語
の
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー�

��
�����

��
�����

」
と
い
う
言
葉
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、「
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
」

と
い
う
と
今
日
で
は
「
社
会
」
と
訳
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
福
澤

は
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
あ
え
て
「
交
際
」、
あ
る
い

は
「
人
間
交
際
」
と
訳
し
た
。
つ
ま
り
福
澤
に
と
っ
て
「
社
会
」
す

な
わ
ち
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
」
と
は
、「
人
と
人
と
が
交
際
す
る
」
こ

と
で
あ
っ
�
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
交
際
」
す
る
に
は
、

そ
の
た
め
の
「
場
所
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
福
澤
は
「
演
説
」

と
い
う
「
人
と
人
と
の
『
声
』
に
よ
る
交
際
」
の
た
め
に
「
演
説

館
」
を
建
て
た
。
そ
し
て
「
人
と
人
と
が
集
ま
り
、
自
由
に
意
見
を

交
際
」
さ
せ
る
た
め
の
場
所
と
し
て
「
萬
來
舎
」
を
「
演
説
館
」
に

隣
接
さ
せ
て
建
て
た
の
で
あ
る
。
福
澤
は
同
じ
趣
旨
か
ら
一
八
八
〇

（
明
治
十
三
）
年
、
銀
座
に
日
本
最
初
の
社
交
ク
ラ
ブ
「
交
詢
社
」
を
設

立
す
る
が
、
萬
來
舎
は
そ
の
前
身
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え

�
。
こ
の
よ
う
に
、
福
澤
諭
吉
が
日
本
の
近
代
化
に
お
い
て
重
視
し

（　

）
１０る

（　

）
１１た

（　

）
１２る

た
「
交
際
」
と
い
う
概
念
を
具
体
化
し
た
二
つ
の
空
間
が
、
明
治
初

年
の
三
田
山
上
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
演

説
館
と
萬
來
舎
は
、
ペ
ア
で
慶
應
義
塾
の
歴
史
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
意
味
を
も
っ
た
場
所
で
あ
り
、
空
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

演
説
館
は
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
、
現
在
の
場
所
で
あ
る
稲

荷
山
に
移
築
さ
れ
、
萬
來
舎
の
建
物
も
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年

頃
改
築
の
た
め
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
「
萬
來
舎
」
の
名

称
は
塾
内
に
設
け
ら
れ
た
教
職
員
ク
ラ
ブ
に
引
き
継
が
れ
、
場
所
は

転
々
と
し
た
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
西
側
の

大
講
堂
と
稲
荷
山
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
木
造

建
築
物
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
時
中
空
襲
に
よ
る
被
害
を
避
け
る
た
め

あ
ら
か
じ
め
解
体
さ
れ
、
そ
の
部
材
も
昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
で

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
谷
口
吉
郎
が
設
計
を
委
嘱
さ
れ
た
第
二
研
究

室
は
、
そ
の
萬
來
舎
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
て
、
本
来
は
教
授
室
を
連
ね
た
研
究
室
棟
の
中
の
一
談
話

室
で
し
か
な
い
は
ず
の
空
間
が
、
谷
口
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も

ち
は
じ
め
て
い
た
。
第
二
研
究
室
の
談
話
室
、
す
な
わ
ち
「
新
し
い

萬
來
舎
」
の
構
想
に
つ
い
て
谷
口
が
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
一
九

五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
五
月
、
こ
の
計
画
を
実
現
に
導
く
人
物
が

た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
す
る
。
彫
刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
で

あ
る
。

ラジオNIKKEI　谷口吉郎とイサム・ノグチ�� ●
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イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
と
野
口
米
次
郎

　

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
（
一
九
〇
四
―
一
九
八
八
）
は
、
詩
人
で
慶
應
義

塾
大
学
英
文
科
教
授
で
あ
っ
た
野
口
米
次
郎
【
２
―　

】
と
ア
メ
リ

１１

カ
人
作
家
レ
オ
ニ
ー
・
ギ
ル
モ
ア
【
２
―　

】
と
の
間
に
、
一
九
〇

１２

四
年
十
一
月
十
七
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
生
ま
れ
た
。
一
九
〇
六
年
、
二
歳
の
ノ
グ
チ
は
、
す
で
に

帰
国
し
て
い
た
父
・
米
次
郎
を
追
っ
て
母
レ
オ
ニ
ー
と
と
も
に
来
日

す
る
が
、
米
次
郎
は
す
で
に
別
の
女
性
と
結
婚
し
て
い
た
た
め
に
、

母
と
と
も
に
東
京
、
つ
い
で
茅
ヶ
崎
に
住
み
、
日
本
で
少
年
時
代
を

送
っ
�
。

　

小
学
校
を
終
了
す
る
と
、
母
レ
オ
ニ
ー
は
ノ
グ
チ
に
ア
メ
リ
カ
で

教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
決
心
し
、
一
九
一
八
年
ノ
グ
チ
は
単
身

で
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
、
一
九
二
三
年
ア
メ
リ
カ
の
高
校
を
卒
業

後
、
医
学
を
学
ぶ
た
め
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
進
学
し
た
。
し
か
し
こ

の
頃
同
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
美
術

学
校
の
夜
間
部
で
彫
刻
を
学
び
は
じ
め
、
そ
の
後
、
国
民
彫
刻
協
会

の
会
員
に
選
出
さ
れ
彫
刻
家
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な

る
。
こ
の
頃
ノ
グ
チ
は
母
親
の
姓
で
あ
る
「
ギ
ル
モ
ア
」
を
名
乗
っ

て
い
た
の
だ
が
、
彫
刻
家
と
し
て
世
に
出
よ
う
と
し
た
と
き
あ
え
て

自
分
の
名
前
を
改
め
、「
お
そ
ら
く
は
継
承
す
る
権
利
の
な
い
�
」

（　

）
１３た

（　

）
１４姓

で
あ
る
「
ノ
グ
チ
」
を
名
乗
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

日
本
へ
の
思
い

　

一
九
二
六
年
、
二
十
一
歳
の
ノ
グ
チ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
彫
刻
の
修

行
を
す
る
た
め
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
奨
学
金
に
応
募
し
た
。
そ
の
申

請
書
に
は
、
一
年
目
は
パ
リ
で
彫
刻
の
技
術
を
修
得
し
、
残
り
の
二

年
は
ア
ジ
ア
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
計
画
が
企
画
さ
れ
た
。
こ
の
申

請
書
に
お
い
て
ノ
グ
チ
は
、
西
洋
で
は
詩
人
「
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
」
と

し
て
知
ら
れ
る
父
・
野
口
米
次
郎
と
、
父
の
母
国
で
あ
る
日
本
に
愛

着
を
こ
め
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

私
が
制
作
活
動
の
た
め
の
場
所
と
し
て
東
洋
を
選
ん
だ
の
は
、

私
が
半
生
を
過
ご
し
た
東
洋
に
大
い
な
る
愛
着
を
感
じ
て
い
る

か
ら
で
す
。
私
の
父
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
は
、
日
本
人
で
あ
り
、
詩

を
通
じ
て
、
西
洋
に
対
し
て
東
洋
を
理
解
せ
し
め
た
人
物
と
し

て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
と
同
じ
仕
事
を
、

彫
刻
に
よ
っ
て
行
い
た
い
の
で
�
。

　

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
奨
学
金
を
獲
得
し
た
ノ
グ

チ
は
一
九
二
七
年
パ
リ
に
渡
る
が
、
そ
こ
で
彫
刻
家
コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ン
・
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
（
一
八
七
六
―
一
九
五
七
）
の
虜
に
な
っ
て
し

ま
う
【
２
―　

】。
彼
は
当
初
の
計
画
に
反
し
二
年
間
パ
リ
の
ブ
ラ
ン

１３

ク
ー
シ
の
下
で
彫
刻
の
修
行
を
続
け
た
た
め
、
三
年
目
の
奨
学
金
を

（　

）
１５す
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打
ち
切
ら
れ
、
日
本
へ
の
旅
行
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
戻
っ
た
ノ
グ
チ
が
、
再
び
日
本
へ
の
旅
行
を
計

画
す
る
の
は
、
一
九
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
年
一
九
二
九

年
に
ノ
グ
チ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
の
個
展
を
開
き
、
肖
像
彫
刻
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
旅
行
の
資
金
を
工
面
し
、
再
び
パ
リ
を
経
て
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
で
日
本
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
時
、
出

発
前
に
父
・
米
次
郎
か
ら
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。

父
の
手
紙
に
は
「
ノ
グ
チ
の
姓
を
名
乗
っ
て
日
本
に
来
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ノ
グ
チ

は
八
ヵ
月
間
中
国
の
北
京
に
と
ど
ま
っ
て
水
墨
画
を
学
ぶ
な
ど
し
た

が
、
準
備
し
た
資
金
も
乏
し
く
な
り
、
や
む
を
え
ず
日
本
へ
の
訪
問

を
決
意
す
る
。

　

一
九
三
一
年
初
め
日
本
へ
到
着
し
父
と
の
再
会
を
果
た
し
た
ノ
グ

チ
は
、
父
か
ら
高
村
光
雲
・
光
太
郎
親
子
を
紹
介
さ
れ
、
ま
た
京
都

を
訪
れ
寺
院
や
日
本
の
古
美
術
に
触
れ
る
な
ど
し
て
過
ご
し
た
が
、

父
と
の
関
係
は
最
後
ま
で
修
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時

の
父
と
の
関
係
に
つ
い
て
ノ
グ
チ
は
「
長
い
沈
黙
の
会
話
を
交
わ
す

の
が
常
」
で
あ
り
「
�
藤
す
る
感
情
を
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
�
」

と
後
に
述
懐
し
て
い
る
。

　

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
、
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
ノ
グ
チ

は
ア
メ
リ
カ
へ
の
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
や
が
て
日
本
は
戦
争

へ
の
道
を
突
き
進
み
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
八
月
、
真
珠
湾

（　

）
１６た

攻
撃
を
契
機
に
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
開
戦
し
敵
対
関
係
と
な
っ
た
。

戦
時
中
ア
メ
リ
カ
各
地
で
は
日
本
人
排
斥
運
動
が
起
こ
り
、
ノ
グ
チ

も
一
時
期
収
容
所
で
の
生
活
を
経
験
し
て
い
る
。
日
系
ア
メ
リ
カ
人

で
あ
る
ノ
グ
チ
に
と
っ
て
太
平
洋
戦
争
は
、
父
と
の
不
幸
な
関
係
に

加
え
、
も
う
一
つ
の
暗
い
宿
命
に
直
面
す
る
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
た
び
日
本
へ

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
間
も
な
く
、
ノ
グ
チ
は
再
び
世
界

一
周
旅
行
を
計
画
す
る
。
一
九
四
九
年
「
レ
ジ
ャ
ー
、
余
暇
の
環
境

の
、
そ
の
意
味
、
用
途
、
社
会
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
た

め
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
基
金
の
奨
学
金
を
得
た
ノ
グ
チ
は
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
り
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
そ
し
て
さ
ら
に

東
へ
向
か
い
、
中
東
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
を
経
て
、
一

九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
五
月
二
日
、
こ
の
旅
行
の
最
終
目
的
地

で
あ
る
日
本
に
到
着
し
�
。

　

こ
の
時
、
父
・
米
次
郎
は
す
で
に
亡
く
、
ノ
グ
チ
は
そ
の
遺
族
と

対
面
し
、
日
本
で
は
じ
め
て
心
か
ら
の
開
放
感
を
味
わ
っ
た
。
一

方
、
戦
争
が
終
わ
り
新
し
い
自
由
な
時
代
が
訪
れ
た
戦
後
日
本
の
美

術
界
に
お
い
て
、
ノ
グ
チ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
生
ん
だ
新
進
気
鋭

の
芸
術
家
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
と
特
別
な
「
絆
」
を
も
つ
人
物
と

し
て
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）

（　

）
１７た
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年
五
月
二
日
、
多
く
の
日
本
の
若
き
芸
術
家
や
建
築
家
た
ち
が
、
ノ

グ
チ
の
来
日
を
大
き
な
友
情
を
も
っ
て
迎
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時

の
心
境
に
つ
い
て
、
ノ
グ
チ
は
こ
う
述
懐
し
て
い
る
。

じ
つ
に
戦
争
は
私
自
身
と
日
本
の
人
々
と
の
関
係
を
、
び
っ
く

り
仰
天
す
る
ほ
ど
に
改
善
し
て
い
た
。
以
前
に
は
感
じ
ら
れ
た

或
る
種
の
隔
た
り
が
、
い
ま
や
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
の
友
情
に
か
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
じ
っ
さ
い
一
九
五
〇
年
の
春
の
日
本
に
お
け

る
ほ
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
間
に
心
か
ら
の
善
意
が
表
明
さ
れ

て
い
た
の
は
、
未
だ
か
つ
て
ど
こ
に
も
見
た
こ
と
が
な
�
。

　

日
本
に
到
着
し
た
ノ
グ
チ
は
、
さ
っ
そ
く
六
月
に
は
京
都
へ
旅
行

し
、
竜
安
寺
石
庭
を
は
じ
め
、
桂
離
宮
、
詩
仙
堂
と
い
っ
た
寺
社
仏

閣
・
名
所
旧
跡
を
訪
れ
、
日
本
の
伝
統
や
日
本
美
術
の
真
髄
に
触
れ

た
。
と
く
に
こ
の
時
、
禅
宗
文
化
を
具
現
し
た
日
本
庭
園
の
数
々
を

ノ
グ
チ
が
体
験
し
た
こ
と
は
、
の
ち
に
彼
が
手
が
け
る
庭
園
作
品
の

デ
ザ
イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
に
戻
る

と
す
ぐ
、
三
越
百
貨
店
本
店
に
お
い
て
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品

展
」
の
開
催
が
決
定
し
た
。
こ
の
三
越
百
貨
店
で
の
個
展
は
、
当
初

ノ
グ
チ
の
作
品
を
写
真
で
紹
介
す
る
写
真
展
と
し
て
企
画
さ
れ
た

が
、
ノ
グ
チ
自
身
の
提
案
で
「
眼
の
前
に
あ
っ
て
、
手
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
」
実
際
の
作
品
を
並
べ
る
作
品
展
と
な
っ
�
。

　

一
方
、
京
都
か
ら
戻
っ
て
間
も
な
く
、
ノ
グ
チ
は
亡
父
・
野
口
米

次
郎
が
か
つ
て
教
授
を
務
め
た
慶
應
義
塾
大
学
を
訪
れ
、
塾
長
潮
田

（　

）
１８い

（　

）
１９た

江
次
か
ら
建
築
家
・
谷
口
吉
郎
を
紹
介
さ
れ
�
。
そ
れ
は
、
戦
災
で

大
き
な
痛
手
を
う
け
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
建
を
委
託
さ
れ
て
い
た
谷

口
吉
郎
が
、
三
田
山
上
に
第
二
研
究
室
の
設
計
を
構
想
し
て
い
た
、

ま
さ
に
そ
の
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

谷
口
吉
郎
と
の
出
会
い

　

谷
口
が
雑
誌
『
新
建
築
』
一
九
五
〇
年
十
月
号
に
寄
せ
た
「
彫
刻

と
建
築
」
と
題
す
る
文
章
は
、
こ
の
年
の
初
夏
、
谷
口
が
ノ
グ
チ
と

共
に
三
田
山
上
を
訪
れ
た
時
の
、
こ
ん
な
印
象
的
な
シ
ー
ン
か
ら
書

き
始
め
ら
れ
て
い
る
。

三
田
の
丘
へ
、
私
は
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
氏
と
の
ぼ
っ
た
。
品
川

湾
の
海
を
見
お
ろ
す
丘
の
上
に
は
、
慶
應
義
塾
の
校
舎
が
建
っ

て
い
る
。
夏
の
空
は
晴
れ
、
白
い
雲
の
峯
が
美
し
い
。
イ
サ
ム

氏
は
「
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
だ
」
と
叫
ん
�
。

　

こ
こ
で
ノ
グ
チ
が
叫
ん
だ
「
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
」
と
い
う
の
は
、
周

知
の
よ
う
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
を
築
き
、
か
の

ギ
リ
シ
ャ
文
明
を
生
み
出
し
た
丘
の
名
称
で
あ
る
。
ノ
グ
チ
は
、
谷

口
の
復
興
建
築
が
立
ち
並
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
目
見
て
、
三
田
の
丘

を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
、
す
な
わ
ち
建
築
と
彫
刻

の
美
が
調
和
し
た
象
徴
的
空
間
に
見
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
谷
口
が

ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
シ
ン
ケ
ル
の
新
古
典
主
義
建
築
に
出
会
い
、
そ

（　

）
２０る

（　

）
２１だ
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の
源
に
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
に
大
き
な
賛
美
を
お
く
っ
て
い
る

こ
と
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
時
ノ
グ
チ
が
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
復
興
建
築
群
を
見
て
即
座
に
「
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
」
に
喩
え

た
こ
と
は
、
ノ
グ
チ
が
谷
口
の
建
築
美
学
の
本
質
を
看
破
し
理
解
し

た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
言
葉
は
谷
口
に
と
っ
て
も
最
高
の
賛

辞
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
谷
口
と
ノ
グ
チ
は
、
初
対
面
よ

り
深
い
友
情
と
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

谷
口
の
求
め
に
応
じ
て
ノ
グ
チ
は
第
二
研
究
室
の
談
話
室
、
す
な

わ
ち
「
新
し
い
萬
來
舎
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
こ
と
を
快
諾
し

た
。
一
方
ノ
グ
チ
に
と
っ
て
も
、
こ
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と

は
、
同
時
に
彼
の
父
親
と
和
解
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ノ
グ
チ

は
、
自
伝
に
お
い
て
こ
う
述
懐
し
て
い
る
。

父
が
四
十
年
間
教
え
て
い
た
慶
應
大
学
の
た
め
に
、
何
か
を
つ

く
る
よ
う
に
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
を
父
と
人
々
へ

の
和
解
の
行
為
だ
と
思
い
、
私
は
一
途
に
打
ち
こ
ん
�
。

　

こ
う
し
て
「
新
し
い
萬
來
舎
」（
＝
第
二
研
究
室
）
の
建
設
計
画
に

ノ
グ
チ
も
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
ノ
グ
チ
は
庭
園
と
そ
こ
に
置
か

れ
る
彫
刻
を
担
当
し
、
談
話
室
に
つ
い
て
は
谷
口
と
ノ
グ
チ
が
共
同

で
制
作
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
�
。
奇
し
く
も
同
じ
一
九
〇
四
年
生

ま
れ
の
日
本
人
建
築
家
と
ア
メ
リ
カ
人
彫
刻
家
は
、
戦
後
間
も
な
く

の
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
出
会
い
、「
新
萬
來
舎
」
と

い
う
戦
後
最
初
の
空
間
芸
術
に
お
け
る
日
米
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

（　

）
２２だ

（　

）
２３た

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

工
芸
指
導
所
に
お
け
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

　

谷
口
と
ノ
グ
チ
は
、
お
そ
ら
く
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
七

月
に
新
萬
來
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
重
ね
、
二
人
は

制
作
に
集
中
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
翌
八
月
十
八
日
―
三
十

日
に
開
催
さ
れ
た
三
越
百
貨
店
の
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
」

（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
に
、
早
く
も
「
新
萬
来
舎
」
の
平
面
図
と
建
築

模
型
、
彫
刻
作
品
の
モ
デ
ル
や
談
話
室
の
た
め
の
家
具
が
出
品
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
図　

【
２
―　

】・
図　

【
２
―　

】）。

１１

１４

１２

１５

　

こ
の
時
ノ
グ
チ
の
た
め
に
制
作
の
場
所
と
材
料
を
提
供
し
た
の

が
、
当
時
津
田
山
に
あ
っ
た
「
工
芸
指
導
所
」
で
あ
る
。
工
芸
指
導

所
は
日
本
の
工
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
を
目
的
と
し
て
一
九
二
八
（
昭
和

三
）
年
仙
台
に
設
立
さ
れ
た
商
工
省
の
研
究
機
関
で
、
後
に
一
九
四

〇
（
昭
和
十
五
）
年
東
京
に
移
転
し
た
。
工
芸
指
導
所
に
は
戦
前
か

ら
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（
一
九
三
四
）
や
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア

ン
（
一
九
四
〇
）
が
招
聘
さ
れ
、
日
本
固
有
の
材
料
を
使
っ
て
海
外

に
輸
出
す
る
た
め
の
工
芸
品
を
生
産
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

や
試
作
品
の
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
工
芸
指
導
所
で
当
時
指

導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、
日
本
を
代
表
す
る
イ
ン
テ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
剣
持
勇
（
一
九
一
二
―
一
九
七
一
）
で
あ
っ
�
。

（　

）
２４た
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ノ
グ
チ
を
剣
持
に
紹
介
し
た
の
は
、
ノ
グ
チ
の
歓
迎
会
を
開
い
た

新
制
作
協
会
の
洋
画
家
・
猪
熊
弦
一
郎
で
あ
っ
た
が
、
剣
持
自
身
も

六
月
二
十
日
に
国
立
博
物
館
で
開
か
れ
た
ノ
グ
チ
の
「
モ
ダ
ン
ラ
イ

フ
と
室
内
の
傾
向
」
と
題
す
る
講
演
を
聞
き
、
彫
刻
家
で
あ
り
な
が

ら
す
で
に
ハ
ー
マ
ン
・
ミ
ラ
ー
社
の
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
製
品

企
画
を
実
現
し
ア
メ
リ
カ
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
同
じ
名
前
を

持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
丹
下
健
三
研

究
室
に
お
け
る
ノ
グ
チ
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
剣
持
は
以
下
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
に
私
が
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
梅
雨
の
六
月

二
十
四
日
、
東
大
の
建
築
学
科
の
丹
下
助
教
授
の
部
屋
で
あ
っ

た
。
グ
レ
イ
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
、
痩
型
の
身
を
つ
つ
ん
だ
彼

は
、
青
目
が
か
っ
た
ク
リ
ク
リ
し
た
眼
差
し
で
静
か
に
「
コ
ン

ニ
チ
ワ
」
と
云
っ
た
。
こ
の
人
が
、
ひ
と
た
び
仕
事
に
と
り
か

か
る
と
「
仕
事
の
虫
」
と
云
う
か
「
藝
術
の
鬼
」
と
云
う
か
、

と
も
か
く
何
と
も
形
容
出
来
な
い
人
間
で
な
い
人
間
に
一
変
し

て
し
ま
う
と
は
、
全
く
予
想
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
�
。

　

七
月
二
十
八
日
ノ
グ
チ
は
、
弟
の
野
口
ミ
チ
オ
、
猪
熊
弦
一
郎
夫

妻
ら
と
共
に
工
芸
指
導
所
を
初
め
て
訪
れ
た
。
こ
の
時
、
指
導
所
の

モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
展
示
さ
れ
て
い
た
指
導
所
の
制
作
物
の
一
つ
に
目

を
と
め
ノ
グ
チ
は
こ
う
言
っ
た
。

美
し
い
で
す
ね
。
こ
ん
な
よ
い
感
じ
の
も
の
が
あ
る
の
に
、
ど

（　

）
２５た

 �●

（右）図 11　イサム・ノグチ作品展会場
《第二研究室》平面図や《無》の石膏模型が展示されている

（左）図 12　《第二研究室》建築模型
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う
し
て
日
本
の
人
は
外
国
を
真
似
る
の
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ

の
建
築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
懸
命
に
日
本
か
ら
何
か
を�
�
も
う

と
し
て
い
る
の
に
。（
中
略
）
こ
こ
は
非
常
に
良
い
と
こ
ろ
で

す
。
僕
は
こ
こ
で
仕
事
が
し
た
く
な
り
ま
し
�
。

　

こ
う
し
て
ノ
グ
チ
は
「
青
い
丸
首
シ
ャ
ツ
に
青
パ
ン
ツ
、
片
手
に

七
つ
道
具
の
入
っ
た
革
製
の
工
具
袋
を
ぶ
ら
さ
げ
、
片
手
に
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
を
携
え
�
」
と
い
う
い
で
た
ち
で
、
八
月
一
日
か
ら
工
芸

指
導
所
に
お
い
て
集
中
的
に
制
作
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
わ
ず

か
二
週
間
と
い
う
短
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
ノ
グ
チ
は
、
彫
刻
二

点
、
家
具
三
点
、
塔
の
モ
デ
ル
二
点
、
焼
物
の
ハ
ニ
ワ
、
つ
ぼ
、
掛

け
額
な
ど
小
品
数
十
点
に
の
ぼ
る
作
品
を
仕
上
�
、
そ
れ
ら
が
三
越

百
貨
店
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
に
出
品
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

　

時
代
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
空
間
化
し
よ
う
と
し
て

い
た
建
築
家
・
谷
口
吉
郎
と
、
か
つ
て
な
い
能
動
的
な
気
運
に
み
た

さ
れ
て
い
た
彫
刻
家
・
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
と
の
三
田
山
上
に
お
け
る

出
会
い
、
そ
し
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
十
世
紀
の
世
界
美
術

史
に
て
ら
し
て
み
て
も
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
ア
ー
ト
・
シ
ー
ン
で
の
特

筆
に
値
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
第

二
研
究
室
お
よ
び
新
萬
來
舎
は
、
新
校
舎
建
設
の
た
め
二
〇
〇
二
年

春
に
解
体
が
決
定
さ
れ
、
現
在
工
事
が
進
行
中
で
あ
る
。
新
萬
來
舎

（　

）
２６た

（　

）
２７た

（　

）
２８げ

部
分
は
新
校
舎
の
竣
工
に
あ
わ
せ
て
、
三
階
部
分
に
移
設
さ
れ
復
元

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
純
粋
な
意
味
で
の
そ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
空
間
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
解
体
前
の
新
萬
來
舎
の
室
内

と
庭
園
を
三
六
〇
度
パ
ノ
ラ
マ
で
撮
影
し
編
集
し
た
ム
ー
ビ
ー
画
像

フ
ァ
イ
ル
を
公
開
し
て
い
る
。
ム
ー
ビ
ー
画
像
を
閲
覧
す
る
に
は
、

ア
ッ
プ
ル
社
の
「
ク
イ
ッ
ク
タ
イ
ム
」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
可
能
な
方
は
ぜ
ひ
こ

の
空
間
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

註（
１
）
慶
應
義
塾
の
戦
災
被
害
に
つ
い
て
は
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻

（
後
）、
一
九
六
四
、
八
九
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
２
）
戦
後
の
諸
施
設
復
興
に
つ
い
て
は
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
下
巻
、
一

九
六
八
、
二
四
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
３
）
谷
口
吉
郎
の
経
歴
お
よ
び
作
品
に
つ
い
て
は
、『
谷
口
吉
郎
作
品
集
』、

淡
交
社
、
一
九
八
一
を
参
照
。

（
４
）
谷
口
吉
郎
、「
雪
あ
か
り
日
記
」、『
谷
口
吉
郎
著
作
集
』（
全
五
巻
）、

淡
交
社
、
第
一
巻
、
六
四
頁
。

（
５
）
前
掲
（
２
）、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
下
巻
、
二
六
二
頁
。

（
６
）
谷
口
吉
郎
、「
彫
刻
と
建
築
」、『
新
建
築
』
一
九
五
〇
年
一
〇
月
号
、

三
〇
九
頁
。

（
７
）
谷
口
吉
郎
、「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
と
の
出
会
い
」、『
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
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彫
刻
展
』
図
録
（
会
場
・
南
画
廊
）、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
。

（
８
）
前
掲
（
２
）、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
下
巻
、
二
五
三
―
二
五
五
頁
。

（
９
）
前
掲
（
７
）、
谷
口
吉
郎
、「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
と
の
出
会
い
」。

（　

）『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
上
巻
、
一
九
六
八
、
六
一
八
―
六
二
〇
頁
。

１０
（　

）
鷲
見
洋
一
、「
交
際
す
る
身
体
―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
切
り
拓

１１く
」、『
世
紀
を
つ
ら
ぬ
く
福
澤
諭
吉
―
没
後
一
〇
〇
年
記
念
』
展
図
録
、

慶
應
義
塾
、
二
〇
〇
一
、
六
八
頁
。

（　

）
前
掲
（　

）、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
上
巻
、
六
二
〇
頁
。

１２

１０

（　

）
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
生
涯
と
作
品
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
自
伝
、
評

１３伝
を
参
照
。イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、『
あ
る
彫
刻
家
の
世
界
』、小
倉
忠
夫﹇
訳
﹈、

美
術
出
版
社
、
一
九
六
九
。
ド
ー
レ
・
ア
シ
ュ
ト
ン
、『
評
伝
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
』、
笹
谷
純
雄
﹇
訳
﹈、
白
水
社
、
一
九
九
七
。
ド
ウ
ス
昌
代
、

『
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
―
宿
命
の
越
境
者
』
上
下
巻
、
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
。

（　

）
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、『
あ
る
彫
刻
家
の
世
界
』、
小
倉
忠
夫
﹇
訳
﹈、
美

１４術
出
版
社
、
一
九
六
九
、
一
六
頁
。

（　

）
前
掲
（　

）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、『
あ
る
彫
刻
家
の
世
界
』、
一
八
頁
。

１５

１４

（　

）
前
掲
（　

）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、『
あ
る
彫
刻
家
の
世
界
』、
二
三
頁
。

１６

１４

（　

）
ボ
ニ
ー
・
リ
チ
ラ
ッ
ク
、「
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
旅
―
レ
ジ
ャ
ー
の
環

１７境
」、『
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
へ
の
旅
―
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン

基
金
に
よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
遺
跡
の
探
訪
』
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
広
島
市
現

代
美
術
館
﹇
ほ
か
﹈。

（　

）
前
掲
（　

）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、『
あ
る
彫
刻
家
の
世
界
』、
三
六
頁
。

１８

１４

（　

）
ド
ー
レ
・
ア
シ
ュ
ト
ン
、『
評
伝
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
』、
笹
谷
純
雄

１９﹇
訳
﹈、
白
水
社
、
一
九
九
七
、
一
五
四
―
一
五
五
頁
。

（　

）
前
掲
（　

）、
ド
ー
レ
・
ア
シ
ュ
ト
ン
、『
評
伝
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
』、

２０

１９

一
五
七
頁
。

（　

）
前
掲
（
６
）、
谷
口
吉
郎
、「
彫
刻
と
建
築
」。

２１
（　

）
前
掲
（　

）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、『
あ
る
彫
刻
家
の
世
界
』、
三
七
頁
。

２２

１４

（　

）
谷
口
吉
郎
、「
慶
應
義
塾
・
第
二
研
究
室
」、『
新
建
築
』
一
九
五
二
年

２３二
月
号
、
五
四
―
五
五
頁
。

（　

）
木
田
拓
也
、「
あ
か
り
―
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
作
っ
た
光
の
彫
刻
」、

２４『
あ
か
り
―
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
作
っ
た
光
の
彫
刻
』
展
図
録
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
三
、
一
〇
頁
。

（　

）
剣
持
勇
、「
工
芸
指
導
に
お
け
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、『
工
芸
ニ
ュ
ー

２５ス
』
第
一
八
巻
第
一
〇
号
、
一
九
頁
。

（　

）
前
掲
（　

）、
剣
持
勇
、「
工
芸
指
導
に
お
け
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、

２６

２５

二
〇
頁
。

（　

）
前
掲
（　

）、
剣
持
勇
、「
工
芸
指
導
に
お
け
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、

２７

２５

二
〇
頁
。

（　

）
前
掲
（　

）、
剣
持
勇
、「
工
芸
指
導
に
お
け
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、

２８

２５

二
三
頁
。

　
〔
や
な
い　

や
す
ひ
ろ　

慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
。
近
現
代
美
術
史
・
美
術
館
学
。
一
九
九
五
年
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
美
学
美
術
史
学
修
士
課
程
修
了
。
箱
根
ガ
ラ
ス
の
森

美
術
館
学
芸
員
を
経
て
、
一
九
九
八
年
よ
り
現
職
。
主
要
業
績
―
「
慶
應

義
塾
旧
図
書
館
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
図
像
成
立
と
構
想
案
に
関
す
る
一
試

論
」、『
伝
統
と
象
徴
―
美
術
史
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』、
沖
積
舎
、
二
〇
〇

三
。「
演
説
姿
の
福
澤
諭
吉
肖
像
画
に
関
す
る
覚
書
」、『
日
本
美
術
の
空

間
と
形
式
』、
二
玄
社
、
二
〇
〇
三
。〕
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